














た短 テクストのなかで、そう述べている。哲学はいつでも、哲学を求める者 期待を裏切り、その姿を隠す。哲学書のなかにも、哲学の理想のなかにも、生のなかにも、概念のなかにさえ 厳密な意味での哲学は存在し ない。そのため哲学への欲求が、哲学への警戒感や軽蔑と入れ替わるといったことがいつでも起こりうる。だがそれにもかかわらず、哲学への欲求は、決してとどま ところを知らない。それはひとえに、哲学がつねに期待と裏切りの境界を、完成と未完成 境界を揺れ動いているから である。そのため哲学を哲学として遂行しようとす な 、思考は哲学のうちに潜むさまざまな境界 とおのれの眼差
しを向け、揺れ動くその境界線を横断してゆかねばならない。とはいえそれゆえに哲学的思考は、おのずと多義性を孕まざるをえなくなる。うねるような思考を展開するナンシーの著作はしばしば難解と評されるが、それはいたずらに事柄を混乱させようとしているからではなく、掴みどころなく揺れ動く境界 横断せざ を ないという、哲学的思考そのものにつきまとうこの困 さに常に真摯に向き合おうとしているからだと言ってよいだろう。　
ナンシーは、デリダ亡き後、フランスのみならず、世界


















































内部と外部の境界をめぐる考察 とお て、 「他者とは何か」 、 「われわれとは誰か」といった問いへとナンシーが思考を深めるさまが描き出される。ナンシー 一九九 年、五〇歳のとき心臓疾患 ため心臓移植手術を受けてが、ここではその経験を踏まえつつ、他者がそ 死をもって心臓を贈与すること、その他者の が自己の身体のう
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エスの復活談を、そして『イメージの皮膚』ではボティチェリの描いた「ラ・カルンニア」における裸体と真理を取り上げつつ、キリスト教におけるイメージが不可視 可視、不在と現前、露呈と逃走という緊張関係を孕んでいることが鮮やかに示される。西洋近代思想における視覚優位が西洋文化とキリスト教の発展の連動性にあ とす このナンシーの洞察は、さらに第三部の６での『脱閉域 でのキリスト教の脱構築をめぐる究明をとおして さら 明瞭にされてゆく。そこでは、キリ ト教と西洋文化との連動性を指摘しつつも、神なき思考の可能性 さらに キリスト教そのものに内在する の思考の可能性にま 踏み込むナンシーのラディカルかつスリリングな考察の醍醐味を存分に味わうことができるだろう。そして最後 「コーダ」において、上記のナンシーの思考のすべて かかわ鍵語であると同時にきわめて多義的な「意味＝方向
(sens) 」
の究明によって本書は締めくくられる。末尾に置かれ はいるが、そこでの議論は初めてナンシーに挑戦しようとする者にとってきわめて有益かつ重要な手引 と るはずである。
　
本書は、高度な反省的次元へと複数性を導入し、それ自




解釈学」の問題が見過ごされたのではないかという疑念がよぎる場面もないわけではない。しかし本書の副題 眺めれば、そうした危惧や疑念も杞憂に終わ だろう。それと気づかせない超絶技巧によってナンシーの境界をめぐる思考の複雑な旋律を柔らかに弾きこなし がら、その背後に隠されたさら る多
ポリフォニー
声音楽を浮かび上がらせ、そこへと
読者の耳を傾けさせることが、おそらくは本書「分有 ためのエチュード」におけ 澤田氏の う一つの意図 のである。
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